


























緒言:

　当研究班は未熟児管理の基準設定を目ざしているが,未熟児管理の基準に関

しては,昭和 43 年の日本小児科学会新生児委員会の「未熟児管理に関する勧

告」(資料として本報告に添付)がある。昭和 43 年以後の新生児医学や新生児

の診断,治療の技術,新生児の養育や医療用具などの進歩を考えれば,「未熟児

管理に関する勧告」を改訂することも,当研究班の目的を達成する一方法であ

るとも考えられる。


